




会 議 記 録 

 

視察の状況（写真） 

 
（１）谷川用水 

 令和４年８月に５号トンネルが崩落により通水が不能となった。既設隧道を推進工法によ

る掘削を検討するも、同年９月３０日に再崩落、仮設工法を採用。令和５年１月に仮設工法

ルートに岩盤発覚。令和５年３月１６日の工法検討会によりトンネルを新設する工法を採用。 

   
 
（２）高崎農産加工センター 
『星の駅』たかざきについて、更なる地域産業の魅力を発信するため、リニューアルを実

施。展示販売所と課赤穂体験室の改修工事、屋根の改修、外壁の塗装工事を実施。冷凍・冷

蔵庫等の備品購入を行った。 

   
 
（３）たちばな天文台 
建設から３０年以上が経過し、老朽化が進んでいることから、施設改修、大型望遠鏡の更

新、周辺環境整備、モバイルプラネタリウム購入を進めていく。 

   
 

 













産業経済委員会（第 5 回）視察報告書 

長友潤治 

提出日 令和 6年 4月 26日 

日時：令和 6年 4月 9日（火） 9時 00分～13時 00分 
視察場所：谷川用水、高崎農産加工センター、たちばな天文台 

出席者 

  委員：筒井紀夫、成合円美佳、杉村義秀、長友潤治、川内賢幸、楠見千喜恵子、坂元

唱子 
  当局：高崎総合支所産業建設課、観光スポーツ PR 部みやこんじょ PR 課の各課長お

よび担当職員 

説明者 

  各視察場所において、高崎総合支所産業建設課および観光スポーツ PR 部みやこん

じょ PR 課の課長および担当職員が説明を担当。 

視察目的 

  農業基盤整備の現状確認 
  指定管理制度の運営状況確認 

視察内容 

1. 谷川用水 
農業基盤の重要性や老朽化施設の補修、水量管理の課題を確認。 

2. 高崎農産加工センター 
地元農産物の加工・販売の現状や、指定管理者制度による運営課題を確認。 

3. たちばな天文台 
天文教育施設としての役割や老朽化、運営面での課題を確認。 

今後の課題 

  谷川用水：老朽化対策と予算確保 
  高崎農産加工センター：ブランド化と観光誘致の強化 
  たちばな天文台：施設改修と魅力向上 



谷川用水路に関する報告 

谷川用水路は昭和初期に建設され、110 年以上にわたり地域農業を支える重要な基盤とし

て機能してきた。しかし、令和 4 年 8 月に発生した 5 号トンネルの崩落により、通水が不能と

なる深刻な事態に直面した。この災害により、地域農業に大きな影響が生じており、現在、復

旧工事が国庫補助事業として進行中である。災害発生当初、仮設工法や掘削工法を用いた

復旧が計画されたが、作業中に硬度の高い岩盤が発見されるなど、予期せぬ課題が浮上し

た。このため計画の変更を余儀なくされ、一時的に工事が中断する事態となった。その後、H

型鋼支保工を用いたトンネル新設工法が採用され、現在は令和 6 年 5 月末の仮通水を目指

して作業が進められている。現場では、湧水の発生や二次災害の危険性が高く、作業環境は

非常に厳しい状況にある。特に、トンネル内での酸素濃度の減少が懸念されており、これに対

応するため、酸素濃度の検査を 1 日 2 回実施するなど、安全対策が徹底されている。作業員

は厳しい条件下で復旧作業に従事しており、その労力は非常に大きい。既存の 5 号トンネル

については、今後の課題としてその扱いが検討される必要がある。 

今回の視察を通じて、谷川用水路が地域農業にとっていかに重要なインフラであるかを再

認識する機会となった。この用水路は総延長 9km に及び、110 ヘクタールもの受益面積を支

えている。そのため、早期復旧が地域農業の持続的発展にとって不可欠であることが確認さ

れた。災害後、農業ができない状況が続いており、農家への経済的影響が深刻であることも

明らかとなった。用水路の復旧が遅れれば遅れるほど、農業生産への被害が拡大し、地域経

済にも悪影響を及ぼす可能性が高い。今回の災害を教訓として、今後の災害対応能力の向

上が求められる。具体的には、用水路の現況調査を地域住民と連携して行い、将来的な災害

リスクへの備えを強化する必要がある。また、災害発生後の迅速な対応を可能にするため、

関係機関との連携体制をさらに強化することが重要である。加えて、今回の復旧工事の記録

を詳細に残し、同様の災害が発生した際の参考資料として活用できるようにすることも求めら

れる。谷川用水路の復旧は、地域農業の再生と発展に向けた大きな一歩である。復旧工事が

完了すれば、地域の農業生産が回復し、住民の生活も安定することが期待される。しかし、そ

れを実現するためには、引き続き関係者が一丸となって復旧作業を進める必要がある。今回

の災害を契機に、地域全体で防災意識を高め、用水路の維持管理体制を強化することが重

要である。 

 



高崎農産加工センター（星の駅たかざき）に関する報告 

高崎農産加工センター、通称「星の駅たかざき」は、群馬県高崎市に位置し、地域農業の発

展と地産地消の推進を目的とした施設である。この施設は、農産物の加工や販売を通じて地

元農家の支援を行うだけでなく、地域住民や観光客に高崎産の新鮮で高品質な農産物を提

供する役割を担っている。また、加工体験やイベントを通じて、農業や食に対する理解を深め

る場としても機能している。 

星の駅たかざきでは、地元で収穫された農産物を使用した加工品の製造が行われており、

特に人気のある商品としてジャム、ドレッシング、漬物などが挙げられる。これらの加工品は、

地元の特産品を活かした独自の味わいが特徴であり、観光客や地元住民に広く支持されてい

る。また、施設内には直売所が併設されており、新鮮な野菜や果物、加工品が手軽に購入で

きるほか、季節ごとの特産品フェアや試食イベントも開催されている。さらに、この施設では農

産加工体験プログラムが充実しており、訪問者がジャム作りや味噌作りといった加工体験を楽

しめる。これらのプログラムは、子どもから大人まで幅広い世代を対象としており、家族連れや

学校の課外活動、観光客のグループに人気が高い。体験を通じて、地元農産物の魅力や加

工食品の作り方を学ぶことができるため、農業や食文化への関心を高める効果がある。一方

で、星の駅たかざきは施設の運営面でいくつかの課題にも直面している。特に、近年の人手

不足や原材料費の高騰が影響しており、安定した加工品の供給やサービスの維持が難しくな

っている。また、地域外からの観光客誘致が十分に進んでいない点も課題とされている。これ

に対応するため、施設では SNS やオンライン販売を活用した新たな取り組みを進めており、

地元農産物の認知拡大と販路拡大に向けた努力が続けられている。 

今回の視察を通じて、星の駅たかざきが地域農業の活性化や地産地消の推進において重

要な役割を果たしていることを改めて確認した。この施設は、単に農産物を加工・販売する場

に留まらず、地域住民や観光客が農業や食文化に触れる貴重な機会を提供している。今後

は、施設の運営基盤を強化するとともに、観光資源としての魅力をさらに高めるための取り組

みが求められる。特に、地域外からの観光客誘致や地元農産物のブランド化を進めることで、

持続可能な運営を実現し、地域全体の発展に寄与することが期待される。 

 

 



高崎天文台に関する報告 

高崎天文台は、群馬県高崎市に位置し、地域の天文学普及を目的として設立された公共

施設である。昭和 30 年代の開設以来、長年にわたり市民や天文愛好家に親しまれてきた。

高崎市郊外の立地は光害が少なく、天体観測に適した環境を提供している。現在では教育活

動や観測会を通じて、地域住民に宇宙への興味を広める拠点として機能している。天文台の

最大の特徴は、口径 65cm の反射望遠鏡を備えている点である。この望遠鏡は、群馬県内で

も最大級の規模を誇り、月や惑星、星雲、星団などの詳細な観測を可能にしている。また、デ

ジタル機器を活用した観測データの収集や解析が行われ、専門研究者にとっても貴重な拠点

となっている。天文台では定期的に天体観測会や講座が開催されており、特に夏季や冬季に

は流星群や月食などの天文現象に合わせた特別観測会が行われている。これらのイベント

は、天文学の専門知識を持つスタッフによる解説付きで実施され、参加者が宇宙の広大さや

神秘に触れる機会を提供している。また、子ども向けのワークショップやプラネタリウム投影会

も行われており、次世代の科学者や天文学者を育成する場としても重要な役割を果たしてい

る。 

一方で、施設の老朽化が課題となっている。建設から数十年が経過し、一部の設備に更新が

必要な状況が見受けられる。特に望遠鏡や観測機器のメンテナンスが求められている。これ

に対応するため、市や関係機関による予算確保や改修計画が進められている。また、近年の

デジタル技術の進展を背景に、オンライン観測やリモート講座など新たな取り組みも検討され

ている。 

今回の視察を通じて、高崎天文台が地域社会における科学教育や文化振興の拠点として

重要な役割を果たしていることを再認識した。天文学は、地球や人類の存在を広い視野で捉

える学問であり、その普及は地域住民の科学的素養を高めるだけでなく、自然や宇宙への関

心を深める効果がある。今後は、施設の維持管理や新技術の導入に加え、学校教育との連

携を強化し、より多くの子どもたちが天文学に触れる機会を提供することが求められる。 

 

 
















